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World War II,  which ended more than 70 years ago, became the past event in 
2015. Japanese people reflected on World War II and have developed a democratic 
society. Because the number of  older people from the wartime generation has 
decreased, it  is becoming very diff icult to pass wartime experiences directly on to 
the younger generation. The attitude survey conducted in 2016 clarif ies the kind 
of peace consciousness junior high school students have. I compare the survey 
results of  a survey taken in 2016 with those taken in 1997 and 2006. This 
comparison elucidates junior high school students’ peace consciousness, what they 
have learned about wartime experiences, and their participation in peace building. 
This paper analyzes the di fferences in attitudes between 1997 and 2016 and 
｜  ｜
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describes the survey results in the following order: 1)  How students recognize the 
situation concerning peace and war, 2)  Passing on the experiences of  World War II,  
3)  Visits to peace museums, and 4) Methods of  peace building. The attitudes of  
students who replied to the three surveys in the past 20 years seem to be oriented 
toward pacif ism. There has not been a major change in their attitude. As for agents 
telling students about World War II,  the biggest agent was school teachers in the 
2006 survey, but in the 2016 survey the main agent was television. Peace education 
by schoolteachers and television in Japan has resulted in a generation of  antiwar 
and peace-oriented junior high school students. We can conclude that peace 
education in Japan has achieved the function of po litical socialization. Under the 
Constitution of  Japan, which assumes pacif ism as one of  its ideals,  junior high 
students have been taught to think of  pacif ism. It should be the current 
responsibility of schools and the mass media to support peace-oriented students’  






























































った調査結果と、 1997 年と 2016 年に行
った調査結果とを比較することにより、













2 .  中学生の平和意識の分析  
 
( 1 )  調査方法  
 2016 年調査の実施時期は、 2016 年の









計 18 の公立中学校 2 年生の生徒である
1。有効サンプル数は 1248 名で、性別で




査と同様の調査を 1997 年、 2006 年に行
った（以下、 1997 調査、 2006 調査、
2016 調査と記す）。 2016 調査の実施校
18 校の中で、 2006 調査でも実施校であ
った学校は 13 校（ 72%）である。ま
た、 2006 調査の実施校 18 校の中で、
1997 調査でも実施校であった学校は 8
校（ 44%）であった。  
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表 1 各調査の地域別サンプル数                   （数字は人数）  
 1997調査  2006調査  2016調査  
調査地  実施校  全体   (%)  実施校  全体  (%)  実施校  男子  女子  全体  (%)  
 東京  
 京都  
 広島  
 那覇  
  4  
  4  
  7  
  3  
 242(20.9)  
 275(23.7)  
 470(40.6)  
 171(14.7)  
  5  
  3  
  5  
  5  
 383(26.4)  
 294(20.3)  
 375(25.9)  
 397(27.4)  
  5  
  4  
  5  









 373(29.9)  
 309(24.8)  
 308(24.7)  
 258(20.7)  
 計   18 1,158(100)   18 1,449(100)   18  640  607 1,248(100)  
注： 2016 調査の全体合計においては、性別の不明な者の 1 名が含まれる 2。  
 
表 2 世界は今平和と思うか        （数字は％）  
回答  2006調査  2016調査  
 はい  
 いいえ  
 12.3 (178)  
 87.7(1,267)  
 15.3 (190)  
 84.7(1,054)  




















                                                        
2  1997調査の有効回答 1,158名の内、男子 5
86名、女子 568名（性別不明 4名）であった。
10 年前の 2006 調査では、〈平和〉に


















名、女子 700名（性別不明 3名）であった。  
｜  ｜












つの順位は、 2006 調査と 2016 調査で変
わらない。  
日本が平和か 












表 3 世界が平和でない理由              （複数回答、数字は％） 
















 78.6①  
 70.0②  
 63.0③  
 48.1 
 49.0 
 50.1④  
  6 .3  
 87.6△  
 73.3 
 65.7 
 53.1△  
 50.9 
 48.1 
  8 .7  
 ％の合計（設問への回答人数） 365.1(1,265)  387.4(1,054)  
注 1：①～④は％の選択率における順位を示す。 
注 2：△または▼は二つの調査結果を比較して 5 ポイント以上の増加または減少の変化が 
あることを示す。以下同じ。 
 
表 4 日本は今平和と思うか （数字は％）
回答  2006調査  2016調査  
 はい  
 いいえ  
 42.0(608)  
 58.0(838)  
 59.0(735)△  
 41.0(510)▼ 
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表 5 日本が平和である理由        （複数回答、数字は％） 








 81.6①  
 43.8③  
 63.7②  
 38.8④  
 35.3 
 13.5 
  3 .1  
 81.9 
 63.6△  
 57.5▼ 
 53.5△  
 29.0▼ 
 22.3△  
  2 .1  
 ％の合計（設問への回答人数） 279.8(608)  309.9(731)  
 
表 6 日本が平和でない理由             （複数回答、数字は％） 









 89.2①  
 36.3④  
 41.0②  
 32.9 
  －  
 39.4③  
 28.5 
  9 .6  
 82.5▼ 
 69.2△  
 44.1 





 ％の合計（設問への回答人数） 276.9(834)  348.5(510)  
注：※は 2006 年の調査における選択肢である。 






































は 57.3％、2006 調査では 54.2％（－3.1P）、






り、20 年間で 5.0 ポイント下がった。特に






女子は男子より、 1997 調査で 14.0 ポイ
ント多く、2006 調査で 7.2 ポイント多く、
2016 調査で 4.8 ポイント多い。正義の戦
争論については、女子の方が一貫して反
対が多いが、過去 20 年間で男女差が 3 分











思う」）は、1997 調査で 85.0％、2006 調査で





「思う」が 4.9 ポイント減って、「少し  
思う」が 5.1 ポイント増えている。「思  
 
表 7  国を守るよい戦争（正義の戦争）があるという意見について（数字は％）  
回答  1997調査  2006調査  2016調査  
賛成           
少し賛成       
少し反対       
反対            
どちらともいえない 
  7 .0  




  4 .8  




   4.3  
  10.6 
  13.7 
  38.6 
  32.8 
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表 8  日本はどのような戦争も行うべきではないか     （数字は％）  
回答  1997調査  2006調査  2016調査  
思う           
少し思う       
あまり思わない 
思わない       
どちらともいえない 
 81.3 
  3 .7  
  2 .8  
  7 .7  
  4 .5  
 79.0 
  7 .3  
  2 .3  
  6 .0  
  5 .4  
  75.4 
   8.8  
   3.8  
   5.0  
   7.1  









多く、 2006 調査で 7.2 ポイント多く、
2016 調査で 4.8 ポイント多い。戦争放棄
に関しても女子の方が一貫して、どのよ
うな戦争も行うべきでないと思う割合が











                                                        











下している 3。  
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表 9 第二次大戦継承のエイジェント                   （複数回答、数字は％） 
回答  東京  京都  広島  那覇  2016調査  2006調査  
テレビ      
先生    
祖父母(曾祖父母） 
インターネット  
被爆者     
新聞       
父や母         
被爆者以外の戦争体験者 
『ひろしま平和ノート』  
その他4             






 26.3  
 13.6 
  1 .6  
  8 .1  
  74.7 
  61.4  
  33.4 
  37.0 
  21.4 
  23.7 
  18.8 
  10.7 
   3.6  
   5.2  
  76.5 
  58.6 
  33.2 
  31.6 
  58.3  
  24.8 
  20.2 
  17.9 
  40.1  
   3.6  
  77.2 
  59.8 
  42.9  
  41.7  
  26.4 
  31.9  
  16.9 
  32.7  
   0.8  










 5 .8  
 55.0②  
 77.0①  
 37.8③  





  －  
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表 9 第二次大戦継承のエイジェント                  （複数回答、数字は％） 
回答  東京  京都  広島  那覇  2016調査  2006調査  
テレビ      
先生    
祖父母(曾祖父母） 
インターネット  
被爆者     
新聞       
父や母         
被爆者以外の戦争体験者 
『ひろしま平和ノート』  
その他4             






 26.3  
 13.6 
  1 .6









   3.6









  40.1  
   3.6
  77.2 
  59.8 
  42.9  
  41.7  
  26.4 
  31.9  
  16.9 
  32.7  
   0.8  










 5 .8  
 55.0②  
 77.0①  
 37.8③  





  －  
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表 10 戦争体験者から直接体験を聞く難しさについての意見     （数字は％）  
回答  東京  京都  広島  那覇  2016調査  
  戦争体験者がいなくなると､戦争がまた起こるのではと心配だ  
 難しいが戦争体験を継承した方がよい  
 戦争体験者が少なくなるのは仕方がない  
 日本で長く平和が続いたのでよかった  
 特に何も思わない  
 戦争体験の継承は必要ない  
 その他  





  2 .0 
  1 .7 
 33.3①  
 29.0 
 14.1 
  7 .7 
 11.4 
  3 .4 
  1 .0 
 25.8 




  1 .3 
  1 .7 




  6 .1 
  2 .2 
  0 .4 
  33.0 
  29.3 
  12.6 
  11.2 
  10.4 
   2 .2 
   1 .3 




























こ の 問 に 対 し て 「 特 に 何 も 思 わ な い 」
（ 10.4％）が 1 割、そして非回答（NA）
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表 10 戦争体験者から直接体験を聞く難しさについての意見     （数字は％）  
回答  東京  京都  広島  那覇  2016調査  
  戦争体験者がいなくなると､戦争がまた起こるのではと心配だ  
 難しいが戦争体験を継承した方がよい  
 戦争体験者が少なくなるのは仕方がない
 日本で長く平和が続いたのでよかった  
 特に何も思わない  
 戦争体験の継承は必要ない  
 その他  





 2 .0 
 1 .7 
 3.3①  
 29.0 
 14.1 
 7 .7 
 1.4 
 3 .4 
 1 .0 
 25.8 




 1 .3 
 1 .7 




 6 .1 
 2 .2 
 0 .4 
 3 .0 
 29.3 
 12.6 
 1 .2 
 10.4 
 2 .2 
 1 .3 
 計  
（回答数）  
 1 0 
(346) 
 1 0 
(297) 
 1 0 
(2 9) 
 1 0 
(231) 


















こ の 問 に 対 し て 「 特 に 何 も 思 わ な い 」
（ 10.4％）が 1 割、そして非回答（NA）
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表 11 戦争体験の継承として良いと思う方法    （三つまでを選択、数字は％）  
回答  東京  京都  広島  那覇  2016調査  
 戦争体験者（被爆者など）の話を聞く  
 平和資料館の見学に行く  
 テレビで戦争体験 についての番組があればそれを見る  
 本を読む  
 戦争遺跡の見学に行く  
 父母や祖父母など家族から話を聞く  
 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄで探して､戦争体験の証言ビデオ を見る  
 その他  
 52.2 
 30.3 
 55.1  









 34.7  
 22.7 
 18.0 
  0 .7 
 64.5 






  1 .3 





 28.0  
 25.1  
  0 .8 
  60.1 
  49.5 
  45.4 
  33.3 
  31.8 
  23.4 
  21.3 
   1 .0 





















































生徒に限ってみると 34.3％（ 3 番目）に
 
｜  ｜
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表 12 平和や戦争についての学習で学びたいこと（三つまでを選択、数字は％）  
回答  2016調査  
 世界で起こっている今の戦争や紛争  
 日本が過去に行った戦争  
 日本国憲法における平和主義  
 日本の戦争被害（原爆や都市への空襲や地上戦など）  
 自分たちの周りのいじめ  
 社会で起こっている暴力事件  
 沖縄の在日米軍基地  
 自衛隊の海外派遣  
 日本によるアジアへの侵略戦争  
 その他  
  64.3 
  53.1 
  26.6 
  25.7 
  25.3 
  19.7 
  18.5 
  15.4 
  14.3 
   1.7  
 ％の合計（設問への回答人数）  264.6(1223)  
 
表 13  被爆体験を世界の人々に伝えることは大切か（数字は％）  
回答  1997調査  2006調査  2016調査  
思う               
少し思う           
あまり思わない     




  5 .2  
  5 .4  
  6 .0  
  66.7 
  21.8△  
   5.2  
   2.6  
   3.7  
  73.4△  
  18.7 
   3.8  
   1.4  
   2.7  
















調査では 88.5％（ +5.1P）、2016 調査で
は 92.1％（ +3.6P）となり、過去 20 年間
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表 14  第二次世界大戦で被害が最も大きい国は日本と思う（数字は％）  




  24.9 
  18.5 
  56.6 
  21.0 
  23.9 
  55.0 
  22.4 
  30.5 
  47.1 
  31.0 
  19.8 
  49.2 
  24.6 
  23.1 
  52.3 






















































(5) 平和博物館への訪問  
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表 15 調査地別に見た平和博物館訪問率                   (複数回答、数字は％）  
 東京  京都  広島  那覇  全体  
1997調査での訪問率   24.9  59.9  93.8  99.4   72.2   
2006調査での訪問率   27.6  51.7  96.2  96.4  69.1  
2016調査での訪問率  















  8 .3  
  1 .9 
  2 .1 
  0.5 
  1 .3 
  1 .0 
  0 .3 
－  
  2 .6 
  1 .6 
  0 .6 
  1.0 




   3 .6 
   1 .2 
   0 .9 




  0 .3 
  0 .3 
  1.3 
  6 .8  
  3 .6 
  1.9 
  1 .0 
  0 .6 
  1.3 
  0 .4 
  0 .4 
－  
   2 .1 
   1 .2 




 10.2  
  4 .6 
  0.5 
 26.5  
  2 .6 
  0.3 
 95.5  
 18.5  
  4.2 
  6 .6 
 69.4  
－  
  34.5 
  20.9 




  1 .9 
  4 .3 
  1.3 
  3 .2 
  2 .6 
  0.3 
  1 .9 
  2 .6 
  1.0 
 78.3  
 69.4  
 53.9 
  18.0 
  16.9 
  11.9 
その他  
N.A. 
  1 .1 
 72.7 
  1 .0 
 62.8 
  1 .0 
  2.3 
－  
  2.7 
   0 .8 
  38.4 
注 1：訪問率＝訪問あり生徒数／各サンプル数 ×100 

















 2016 調査では、分析対象の 1248 名の
内で 769 名が「訪問あり」で、訪問率は
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表 15 調査地別に見た平和博物館訪問率                  (複数回答、数字は％）  
 東京  京都  広島  那覇  全体  
1997調査での訪問率   24.9  59.9  93.8  99.4 72.2   
2006調査での訪問率   27.6  51.7  96.2  96.4 69.1  
2016調査での訪問率  















  8 .3  
  1 .9 
  2 .1 
  0.5 
  1 .3 
  1 .0 
  0 .3 
－
  2 .6 
  1 .6 
  0 .6 
  1.0 




  3 .6 
  1 .2 
  0 .9 




  0 .3 
  0 .3 
  1.3 
  6 .8  
  3 .6 
  1.9 
  1 .0 
  0 .6 
  1.3 
  0 .4 
  0 .4 
－
  2 .1 
  1 .2 




 10.2  
  4 .6 
  0.5 
 26.5  
  2 .6 
  0.3 
 95.5  
 18.5  
  4.2 
  6 .6 








  1 .9 
  4 .3 
  1.3 
  3 .2 
  2 .6 
  0.3 
  1 .9 
  2 .6 
  1.0 
 78.3  







  1 .1 
 72.7 
  1 .0 
 62.8 
  1 .0 
  2.3 
－
  2.7 
  0 .8 
 38.4 
注 1：訪問率＝訪問あり生徒数／各サンプル数 ×100 

















 2016 調査では、分析対象の 1248 名の
内で 769 名が「訪問あり」で、訪問率は





















ーを訪問したのが 8.3％である。  
 



























表 16  社会が平和であるために何かしたいと思っているか(数字は％) 
回答  2006調査  2016調査  
 はい  
 いいえ  
 71.5(1,036)  
 28.5 (413)  
 74.7(931)  
 25.3(315)  
 計（回答数）   100 (1 ,449)   100(1,246)  
 
表 17  平和のためにしたいと思っていること      （複数回答、数字は％） 
回答  2006調査  2016調査  
わからないけど、何かしたい            
他の人と仲良く力を合わせ、いじめをなくす 
貧しい国への援助活動に協力する         
自然保護に協力する                   
平和の大切さを人々に訴える            
平和運動に参加する                  
その他                             
 60.1①  
 29.1④  
 40.2②  
 31.8③  
 23.2 
 13.8 
  3 .5  
 64.2 





  3 .2  
％の合計（設問への回答人数） 202.1(1,033)  203.4(931)  
｜  ｜
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表 18  平和のために何もしたくない理由  （複数回答、数字は％） 
回答  2006調査  2016調査  
何をしていいのかわからない       
考えたことがない               
自分一人でしても意味（効果）がない 
面倒なので、かかわりたくない      
大人がやるべきこと             
今平和だから必要がない          
その他                        
 60.5①  
 47.9②  




  5 .8  
 65.7△  
 38.4▼ 
 37.8△  
 22.9 
 10.8 
  7 .6  
  5 .7  


















































いると答えた生徒（ 335 名 :23.4％）の内、
｜  ｜
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表 19 平和な社会をつくるために学習する必要があるもの（三つまでを選択、数字は％） 
題材  2016調査  
 生命の大切さ  
 戦争体験の継承  
 偏見や差別などの人権問題  
 いじめ問題                    
 意見の違いを話し合いによって解決する方法 (非暴力的方法 )  
 広島や長崎の原爆被爆      
 国際連合の活動                
 近隣諸国との友好な関係  
 その他                        
  60.5 
   44.7    
  41.6 
   32.7    
   24.2    
   24.0 
   23.2 
   19.4    
    1 .2      
 ％の合計（設問への回答人数） 271.5(1,207)  
 
表 20 平和な社会をつくるために努力した人や平和運動団体の名前  （数字は人数 )  





ンジー（ 14）、杉原千畝（ 6）、マータイ（ 3）、
オードリ・ヘップバーン（ 3）  
 
マザー・テレサ（ 21）、ママラ・ユスフザ
イ（ 15）、杉原千畝（ 15）、ガンジ （ー 14）、
リンカーン（ 4）、オードリ・ヘップバー




ユニセフ（ 70）（ユニセフ募金の 9 も含む）、
国際連合（ 20）、NGO（ 13）と NPO（ 13）、
国境なき医師団（ 11）、赤十字協会（ 8）、WHO
（ 8）、全国水平社（ 8）、募金や寄付活動（ 7）、
赤い羽根募金（ 5）、青年海外協力隊（ 4）、
JICA（ 3）、米軍基地の反対運動（ 3）  
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 本研究は、平成 26 年度～ 28 年度科学研 

















の考察」『広島平和科学』 35。  
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【巻末資料１】中学校に配布した質問紙票 










調査責任者  村上登司文 
 
学校名  中学校 
 
問 1 あなたの性別はどちらですか。番号に〇印をつけてください。  
1 男        2 女  
 
問 2 あなたの学年はどれですか。  
1 中学 1年   2 中学 2年   3 中学 3年  
 
＜平和について＞  
問 3 あなたは「平和」について、ふだん考えたことがありますか。  
1 よくある  2 たまにある  3 ほとんどない  4 ない  
 
問 4 世界は今、「平和」と思いますか。  
1 はい     →問 5へ進む     2 いいえ   →問 6へ進む  
 
問 5 問 4で「 1 はい（世界が平和である）」とした人だけ答えてください。その理由
を下から選んで、あてはまるものすべてに〇をしてください。  
1 戦争をしている国が少ないから  
2 自由に暮らせる国が多いから  
3 生活に使うものや食料が豊富だから  
4 どの国も仲良しだから  
5 生活が便利になっているから  
6 海外旅行や文化交流が増えているから  
7 その他（理由：                     ）  
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問 6 問 4で「 2 いいえ（世界が平和でない）」とした人だけ答えてください。その理
由を下から選んで、あてはまるものすべてに〇をしてください。  
1 世界中で事件や事故が多いから  
2 環境破壊が進んでいるから  
3 貧しい国があるから  
4 武器があるから  
5 戦争や紛ふ ん争そ うが起こっている国があるから  
6 一人ひとりが大切にされていない国があ
るから  
7 その他（理由：         ）  
 
問 7 日本は今、「平和」と思いますか。  
1 はい     →問 8へ進む        2 いいえ   →問 9へ進む  
 
問 8 問 7で「 1 はい（日本が平和である）」とした人だけ答えてください。その理由
を下から選んで、あてはまるものすべてに〇をしてください。  
1 戦争がないから  
2 自由だから  
3 生活に使うものや食料が豊富だから  
4 安心して暮らせるから  
5 争いや事件が少ないから  
6 他の国より平和だから  
7 その他（理由：                     ）  
 
問 9 問 7で「 2 いいえ（日本が平和でない）」とした人だけ答えてください。その理
由を下から選んで、あてはまるものすべてに〇をしてください。  
1 犯罪や事件があるから  
2 大きな事故があるから  
3 いじめがあるから  
4 環境破壊が進んでいるから  
5 さまざまな差別があるから  
6 貧困や経済格差があるから  
7 自衛隊を海外に派遣は け んしているから  
8 その他（理由：         ）  
 
＜戦争について＞  
問 10 あなたは「戦争」について、ふだん考えたことがありますか。  




1 父や母  
2 祖父そ ふ や祖母そ ぼ （または、ひいおじいさ
んや、ひいおばあさん）  
3 テレビ  
4 新聞  
5 インターネット  
6 先生  
7 被爆者ひ ば く し ゃ（原爆投下で生き残った人）  
8 被爆者以外の戦争体験者  
9 『ひろしま平和ノート』  
10 その他（具体的に：             ）  
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問 12  あなたは広島や長崎の被爆体験を世界の人々に伝えることを大切と思いますか。  
1 思う 2 少し思う 3 あまり思わない 4 思わない 5 どちらともいえない  
 
問 13 第二次世界大戦で被害が最も大きい国は「日本」だと思いますか。  
1 思う   2 思わない   3 わからない  
 
問 14 戦争の中には侵 略しんりゃく戦争のように悪い戦争と、国を守るよい戦争（正義の戦争）
があるという意見を、あなたはどう思いますか。  
1 賛成     2 少し賛成     3 少し反対     4 反対    5 どちらともいえない  
 
問 15 日本は今後、どのような戦争もおこなうべきではないと思いますか。  
1 思う 2 少し思う 3 あまり思わない 4 思わない 5 どちらともいえない  
 
問 16 戦争をよく記憶している者が 80歳以上と高齢化し、戦争体験を直接聞くことが難しく
なりました。下の中から、あなたの気持ちに最も近いものを、一つだけ〇をして下さい。  
1 日本で長く平和が続いたのでよかった  
2 戦争体験の継承は必要ない  
3 戦争体験者がいなくなると、戦争がま
た起こるのではと心配だ  
4 特に何も思わない  
5 難しいが戦争体験を継承した方がよい  
6 戦争体験者が少なくなるのは仕方がない  




1 本を読む  
2 戦争体験者（被爆者など）の話を聞く  
3 父母や祖父母など家族から話を聞く  




6 平和資料館の見学に行く  
7 戦争遺跡の見学に行く  




1 日本が過去に行った戦争  
2 世界で起こっている今の戦争や紛争  
3 自分たちの周りのいじめ  
4 社会で起こっている暴力事件  
5 日本国憲法における平和主義  
6 自衛隊の海外派遣  
7 沖縄の在日米軍基地  
8 日本の戦争被害（原爆や都市への  
空襲や地上戦など）  
9 日本によるアジアへの侵略戦争  
10 その他（         ）  
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＜平和な社会をつくることについて＞  
問 19 社会が平和であるために、あなた自身で何かしたいと思っていますか。  
1 はい   →問 20へ進む    2 いいえ     →問 21へ進む  
 
問 20 問 19で「はい（平和のためにしたい）」とした人だけ答えてください。してみ
たいと思っていることは何ですか。下から選んで、あてはまるものすべてに〇をして
ください。  
1 わからないけど、何かしたい  
2 自然保護に協力する  
3 他の人と仲良く力をあわせ、いじめ  
をなくす  
4 貧しい国への援助活動に協力する  
5 平和の大切さを人々に訴える  
6 平和運動に参加する  
7 その他（具体的に：       ）  
 
問 21 問 19で「いいえ（平和のためにしたくない）」とした人だけ答えてください。
その理由を下から選んで、あてはまるものすべてに〇をしてください。  
1 考えたことがない  
2 何をしていいのかわからない  
3 自分一人でしても意味（効果）がない  
4 面倒めんどうなので、かかわりたくない  
5 いま平和だから必要がない  
6 大人がやるべきこと  




1  知っている→（具体的に：                   ）  
2  少し知っている  
3  知らない  
 
問 23  あなたは、「平和な社会をつくる」ために何を学習する必要があると思います
か。必要があると思うものを下から選んで、三つまで〇をしてください。  
1 国際連合の活動  
2 戦争体験の継承  
3 生命の大切さ   
4 いじめ問題  
5 広島や長崎の原爆被爆  
6 近隣諸国との友好な関係  
7 偏見や差別などの人権問題  
8 意見の違いを話し合いによって解決  
する方法（非暴力的方法）  
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＜その他のこと＞  
問 24  あなたは今までに次の平和博物館に行ったことがありますか。行ったことのあ
るものの番号をすべて〇で囲んでください。  
1 川崎市平和館  
2 東京大空襲・戦災資料センター  
3 第五福竜丸展示館  
4 しょうけい館  
5 舞鶴引揚まいづるひきあげ記念館  
6 立命館大学国際平和ミュージアム  
7 大阪国際平和センター（ピースおおさか）  
8 広島平和記念資料館  
9 大久野島毒ガス資料館  
10 長崎原爆資料館  
11 ひめゆり平和祈念資料館  
12 沖縄県立平和祈念資料館  
13 対馬丸記念館  




1 行ったことはない   
2 アメリカ（ハワイ･グアムなどを含む）     
3 ヨーロッパ   
4 中国   
5 韓国      
6 台湾    
7 東南アジア    
8 その他（具体名を        ）  
 
問 26 あなたは機会があれば、海外で勉強や仕事をしてみたいと思いますか。  
1 思う 2 少し思う 3 あまり思わない 4 思わない 5 どちらともいえない  
 
問 27 日本という国をあなたは好きですか。  
 1 好き  2 少し好き  3 少し嫌い  4 嫌い  5 どちらともいえない  
 










                   ご協力どうもありがとうございました。
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